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第57回
泊村功労者表彰式

　村の振興発展のため、ご尽力をいただいた方々の功績
を讃える「第５７回泊村功労者表彰式」が、１１月３日
（木）に泊村公民館で行われました。
　この表彰は、泊村の表彰条例に基づき、自治、経済、
教育、福祉の振興など、村の発展に功績のあった方々
や団体の善行や努力に対して贈られるもので、今年は、
自治功労者として吉田 茂樹氏、結城 智氏、三浦 弘文氏、
公益功労者として株式会社 吉本組 代表取締役社長 吉
本 貴昭氏が表彰されました。
　心から敬意を表するとともに、お祝い申しあげます。

吉 田 茂 樹 氏自治功労者

　平成１９年に村民の人望を担
って泊村議会議員に初当選以
来、多年にわたり村勢の振興
と住民福祉の向上に尽力され、
この間、議会副議長、産業経
済常任委員会委員長などの要

職を歴任し豊富な経験と高い見識を持って、地
方自治の確立と泊村発展のため貢献され、その
功績は大きく現在も活躍中であります。

結 城　  智 氏自治功労者

　平成１９年に村民の人望を担
って泊村議会議員に初当選以
来、多年にわたり村勢の振興
と住民福祉の向上に尽力され、
この間、議会議長、原子力発
電所対策特別委員会委員長な

どの要職を歴任し豊富な経験と高い見識を持っ
て、地方自治の確立と泊村発展のため貢献、そ
の功績は大きく現在も活躍中であります。

三 浦 弘 文 氏自治功労者

　平成１９年に村民の人望を担
って泊村議会議員に初当選以
来、多年にわたり村勢の振興
と住民福祉の向上に尽力され、
この間、議会副議長、総務経
済常任委員会委員長などの要

職を歴任し豊富な経験と高い見識を持って、地
方自治の確立と泊村発展のため貢献、その功績
は大きく現在も活躍中であります。

公益功労者

　本村におけるサーモン養殖
事業に対し、その意義と志に
ご理解をいただき多額の金員
を寄贈されました。

株式会社　吉本組
代表取締役社長　吉 本 貴 昭 氏
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全校合唱全校合唱全校合唱

泊中学校文化祭
『41の輝きをひとつに』

　泊中学校体育館で泊中学校の文化祭が行わ
れました。文化祭のスローガンは『41の輝
きをひとつに』で、生徒たちの頑張りに、来
場者の皆さんはとても感動していました。

　とまり保育所で園児による生活発表会が行
われました。
　園児たちは、この日のために練習してきた
歌やダンス、劇などを元気いっぱいに披露し、
会場からは大きな拍手が送られていました。

11/14

11/19

とまり保育所生活発表会

泊中ソーラン泊中ソーラン泊中ソーラン

「ズンズンチャカ」（たんぽぽ） 「ズンズンチャカ」（たんぽぽ） 「ズンズンチャカ」（たんぽぽ） 「かわいいパンダ」
（たんぽぽ<１歳児>）
「かわいいパンダ」
（たんぽぽ<１歳児>）
「かわいいパンダ」
（たんぽぽ<１歳児>）

「ねこときどきらいおん」（つぼみ）「ねこときどきらいおん」（つぼみ）「ねこときどきらいおん」（つぼみ）「ありんこのアリー」
（たんぽぽ<２歳児>）
「ありんこのアリー」
（たんぽぽ<２歳児>）
「ありんこのアリー」
（たんぽぽ<２歳児>）

「おつきさま」（さくら）「おつきさま」（さくら）「おつきさま」（さくら）

「とけいのうた」（すみれ）「とけいのうた」（すみれ）「とけいのうた」（すみれ）「あかずきん」（さくら）「あかずきん」（さくら）「あかずきん」（さくら） 「やんちゃ怪獣　どっかーん！」
（すみれ）
「やんちゃ怪獣　どっかーん！」
（すみれ）
「やんちゃ怪獣　どっかーん！」
（すみれ）

「カレンダーマーチ」（ゆり）「カレンダーマーチ」（ゆり）「カレンダーマーチ」（ゆり）「アンダー・ザ・シー」（すみれ）「アンダー・ザ・シー」（すみれ）「アンダー・ザ・シー」（すみれ） 「うらしまたろう」（ゆり）「うらしまたろう」（ゆり）「うらしまたろう」（ゆり）
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令和4年10月31日(月)　防災技術の高揚をはかるため令和4年10月31日(月)　防災技術の高揚をはかるため
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　１１月１７日に５００ｇ前後のトラウトサーモン（ニジマス）
種苗を約４,６００尾投入し、試験養殖に着手しました。
　今回で２年目となる試験養殖では、新たに直径２０ｍの
円形生簀を整備し、規模を拡大した中で、事業化へ向け
た給餌効率等についても調査を実施していきます。
　トラウトサーモンについては１尾あたり３.０㎏を成育
目標にしており、令和５年５月末を目処に出荷予定です。

トラウトサーモン･サクラマス
養殖試験事業

防火啓発活動を実施

　泊支署では１０月下旬に実施された泊小学
校、とまり保育所の避難訓練に合わせて、消
防マスコットキャラクターである消太くんと
一緒に防火啓発活動を実施しました。
　泊支署長からの防火・防災に関するお話の
あと、消太くんからも児童の皆さんに火の用
心のお願いをしていました。
子供たちは消太くんとハイタッチや握手をし
ながら「火の用心に気を付けます。」などと
約束してくれました。
　また、とまり保育所では子供用防火衣の着
装体験を実施し、消太くんや消防車と一緒に
記念撮影をするなど、子供たちは大変喜んで
おりました。

岩内･寿都地方
消防組合 泊消防活動報告
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北海道日本ハムファイターズ
2022泊村応援大使トークショー

　11月25日（金）に北海道日本ハムファイターズの宇佐見真吾選手が来村し、2022泊村応
援大使トークショーが泊村公民館で開催されました。
　トークショーの他に、宇佐見選手への質問コーナーやサイン入りのグッズが当たる抽選会な
どが行われ、訪れた皆さんは生のプロ野球選手を間近に見て大変興奮していました。

広報とまり１１月号の訂正とお詫びについて
　広報とまり１１月号にて掲載いたしました泊小学校学習発表会について、写真に誤りがあり
ましたので訂正致します。誠に申し訳ございませんでした。
　正しくは下記のとおりとなっております。

誤：５年生劇「大造じいさんとがん」 正：５年生劇「大造じいさんとがん」
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元気ニコニコ トピックストピックス村海海日日 本本 元気気元気ニコニコニコニコニコニコ
トピックストピックス村村村

泊小学校
ヒラメ放流等見学

　泊小学校５年生の
７人が学校で飼育し
ていたヒラメの稚魚
を堀株海岸に放流し
ました。児童たちは
生きたヒラメの稚魚
のタグ（標識）をおっ
かなびっくり打ち込
んでいました。その
あと、泊村栽培漁業
センターで見学を行
い、村の水産業につ
いて学んでいました。
　ヒラメにタグを打
ち、とても貴重な体
験となりました。

10
26

第35回
泊村公民館まつり

　泊村の文化祭、
第35回泊村公民
館まつりが開催さ
れました。
　村内で活動して
いるサークルや協
会の多くの力作、小・中学生の書道や絵画、菊花
などが展示され、迫力のある絵画、繊細な筆づか
いの書道、美しい細工などに、来館者は一つ一つ
足を止め、じっと見入っていました。

　また、催しとして
ヴァイオリンやピア
ノ演奏、大道芸など
が披露され会場を盛
り上げていました。

10
29

10
30～

泊中学校
ワークキャンプ

　泊中学校２年生
が、地域の高齢者
や障害をもった
方々と共に生きる
社会をめざして福
祉を学ぶワークキ
ャンプに参加しま
した。
　生徒たちは、福
祉や認知症につい
てなどの講義を受
けた後、福祉体験
として２人一組に
なり車いす体験等
を行い最後にレク
発表を行い福祉に
ついて学びました。

11
11

泊村応援大使
ファイターズ給食

　北海道日本ハムファイターズが取り組む「北海
道市町村応援大使」事業の一環で、宇佐見真吾選
手と佐藤龍世選手は2022年シーズン泊村の応援
大使となりました。
　両選手の出身地にちなんだものや小中学校の時
に好きだった給食メニューなどを11月14日（月）、
15日（火）の２日
間に渡り、ご当地
給食として提供さ
れました。
　みんな、とても
おいしそうに食べ
ていました。

11
14

11
15～

『泊産鮭とじゃがいもの
グラタン』 『ほうれん草のソテー』

『きなこ揚げパン』
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11/17～20　泊村子供親善大使が愛媛県伊方町を訪問

　愛媛県伊方町は、四国の再西端、豊予海峡に突き出した「日本一細長い」
佐田岬半島に位置している町です。
　平成17年４月１日に、伊方町、瀬戸町、三崎町の３町が合併して新しい
伊方町になりました。人口は8,448人（令和４年10月31日現在）です。
　主産業は、年間平均気温16度の温暖な気候に恵まれた農業、漁業といった第一次産業が盛んです。
　特産品は、甘味と酸味のバランスが良く大変おいしいみかん類と、リアス式海岸の好漁場で水揚げ
されるちりめんの他、歴史と伝統のある伊方杜氏による地酒などが有名です。
　また、四国で初めての四国電力伊方発電所が立地されています。
　泊村とは、同じ原子力発電所の立地町村として、平成８年から物産等で交流を深めてきました。そ
して平成10年２月９日に姉妹町村縁組を締結し、以来、お互いの地域の発展を図るため、産業・教育・
文化など様々な面で交流を続けています。

泊村泊村

愛媛県・伊方町愛媛県・伊方町

愛媛県伊方町の紹介

愛 媛 県 伊 方 町 と の 相 互 交 流

　１１月１７日から２０日まで３泊４日の日程で、姉妹町村である愛媛県伊方町との親善大使交流事業と
して泊村の子供たちと伊方町の子供たちが交流しました。
　泊村の小学６年生１２名と令和２年度に開催中止となったため参加できなかった当時の小学６年生
である現在の泊中学校２年生１２名が参加しました。
　交流会は、伊方町生涯学習センターで開催され、伊方町の小学校６年生１６名が参加し実施されま
した。はじめはお互い緊張の面持ちでしたが、時間が経つにつれて緊張も解け両町村の子どもたちは
交流を深めていました。
　交流会終了後には愛媛県の名産である『みかん』の収穫体験を行い、子供たちはカゴいっぱいにみ
かんを収穫して、その場で試食も行い甘いみかんを口いっぱいに頬張っていました。
　また、伊方町以外にも松山市や広島市も訪問し『松山城』の見学や広島名物の『お好み焼き』など
も食べました。
　この交流事業は、子供たちにとって新しいお友達をつくり、両町村がこれからも共に発展すること
を願う交流ができた良い思い出になりました。
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～ 医療費通知について ～
後期高齢者医療制度のお知らせ

北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】  〒060－0062
 　　  　札幌市中央区南２条西14丁目
 　　  　国保会館６階
【電話】011－290－5601

泊村役場住民福祉課保険係
【住所】  〒045－0202
 　　  　泊村大字茅沼村字臼別191番地の7
【電話】75－2132

お問い
合わせ先

◆ 医療費通知の活用例

　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を年２回、対
象期間に医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付します。
　これは、医療機関の窓口でお支払いいただいた自己負担分を除いた医療費は、後期高齢者医療制度
から支払われていることを具体的に理解していただくとともに、健康管理の重要性を意識していただ
くことで、医療費の適正化、ひいては被保険者の皆様の負担軽減を図ることを目的としています。

　医療費の推移が把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用できます。健康診査など、皆
様の健康増進に役立つ情報をお知らせします。診療日数等に間違いがないか確認しましょう。
【イメージ図】

◆ 医療費控除の申告について
　このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。医療費
控除の申告に関することは、税務署にお問い合わせください。

◆ 注意事項
　医療機関等の請求遅れや請求内容を審査中のものなど一部の受診記録が記載されていない場合があ
ります。自己負担額は、医療費助成等を受けている場合など、記載されている金額と実際にご自身が
負担された金額が異なる場合があります。
　このお知らせは、皆様の受診状況についてお知らせするものであり、請求書ではありません。また、
特に手続きなど行っていただく必要はありません。

◆ 発送月・対象診療月

■医療費通知を全受診者へ送付しています

発　送　月

令和５年１月（上旬）

令和５年２月（下旬）

診　療　月

令和４年１月～９月

令和４年10月～12月
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集団健診を実施します

歳末見舞金支給のお知らせ
　歳末見舞金は、新たな年を迎える時期に、援助や支援を必要とする人たちが、そろって
明るいお正月を迎えられることを目的として支給しています。
　

　歳末見舞金支給対象者は、生活保護受給世帯以外で、12月１日を基準日として以下のい
ずれかの要件に該当する世帯
　①要保護世帯
　　　泊村で３ヶ月以上継続して在宅で生活している65歳以上独居であり、昨年の年間収

入が108万円以下の方（遺族年金等含む）、65歳以上の夫婦世帯であり、昨年の年間
収入が140万円以下の方（遺族年金等含む）

　②長期入院者
　　　65歳以上の方で基準日(12月１日)までに３ヶ月以上病院に入院している方（ただし、

過去に長期入院で見舞金の支給を受けた方は除く。）(入院証明書の提出が必要となり
ます。）

　③在宅要介護高齢者
　　　65歳以上の方で泊村寝たきり老人等介護手当を受給している方
　④むつみ荘入所無年金者
　　　現在むつみ荘に入所しており、年金を受給されていない方
　

　（１）要保護世帯　　　　　　１世帯　１０,０００円
　（２）長期入院者　　　　　　　１名　１０,０００円
　（３）在宅の寝たきり老人　　　１名　１０,０００円
　（４）むつみ荘入所無年金者　　１名　１０,０００円

　

令和４年12月１日（木）～令和３年12月９日（金）

対象となる世帯

支 給 額

申請期間

お問い合わせ先
泊村役場 住民福祉課
　電話：７５－２１３４
泊村社会福祉協議会
　電話：７５－３７６１

令和５年２月８日（水）　６時半～午前中

お問い合わせ・お申し込み先　　健康支援課 健康支援係　　電話：６５－２２７８
※通話中でつながりにくい場合は、75－2021におかけ直し下さい。。

内容は、特定健診、胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん検診、ピロリ菌検査、
エキノコックス検査、肝炎検査等です。

今回から、健診会場が変更となっています。
泊地区集会所ではなく、泊村公民館 で開催します。
●お間違いのないようお願いします。
　申込み等、詳しくは12月号広報折込チラシをご覧ください。
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　泊村では、現在茅沼診療所での新型コロナ オミクロン株対応ワクチンの接種を行っており、順次
対象となる方へ個別でお知らせを送付しております。
　村民の皆様がスムーズに接種を受けられますよう、ご協力をお願い致します。

＜現在のオミクロン株対応ワクチン接種対象者＞
　初回（１･２回目）接種を完了した１２歳以上の方（前回の接種から３ヶ月以上経過している方）

＜今後の茅沼診療所での接種予定＞
　１２月１日（木）（定員に達しました。）、８日（木）、２２日（木）
　受付時間：　午前　９：００～１１：３０　午後　１３：３０～１５：３０　を予定
　　※密を避け、待ち時間が短くなるよう、受付時間はこちらで割り振らせていただきます。
　　　予約人数によっては終了時間が早まる可能性がありますのでご了承下さい。
　　※１月以降の接種については未定となっております。準備が整いましたら広報または個別通知
　　　でお知らせ致しますのでご確認ください。

＜予約方法＞
　＊ １２歳から５９歳の方で個別にお知らせを送付している方は、役場への予約が必要です。
　　お電話でのご予約をお願い致します。
　＊主に６０歳以上の方で、４回目を接種済みの方につきましては、接種日をお知らせしております。
　　接種を受けない方、ご都合が悪い方、送迎が必要（不要）な方はご連絡をお願い致します。

＜予約・変更等の連絡先＞
　泊村役場 健康支援課 健康支援係　電話：（０１３５）６５－２２７８ または ７５－２０２１
　
　１～２回目のワクチン接種を希望される方は、引き続き岩内町へのご予約をお願い致します。
　また、ノババックス（武田社）ワクチンの接種を希望される方は、岩内町で接種を受けられる
　可能性がありますのでお問合せ下さい。
　※１～２回目の接種を希望される方は、年内の接種をお願い致します。
　　５歳～１１歳（小児）、6ヶ月～４歳（乳幼児）の接種につきましても、
　　引き続き岩内町へのご予約をお願い致します。
　　　　岩内町コロナワクチンコールセンター　電話：（０１３５）６７－８９１１
　　　　　（平日９：００～１７：００）　　　　　　　※おかけ間違いにご注意下さい。

【泊村（茅沼診療所）でのオミクロン株対応ワクチン接種者数】（９月29日～ 11月17日接種分）
　＜内　訳＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　４８４名　　
　・１～３回目　１０名
　・４回目　　２８９名
　・５回目　　１６６名
　・関係職種　住所地外接種者　　１７名
　・一般住民　住所地外接種者　　　２名
　※予診のみ　　４名

泊村の新型コロナワクチン接種に
関するお知らせ

お問い合わせ・お申し込み先
健康支援課 健康支援係　　電話：６５－２２７８

※通話中でつながりにくい場合は、75－2021
　におかけ直し下さい。
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　令和５年　泊村二十歳のつどい（旧：成人式）が、１月８日（日）午後１時から泊村公民館で開
催されます。
　今回の対象者は、15名（男性７名・女性８名）で、平成14年４月２日から平成15年４月１日ま
でに生まれた方々です。
　対象者にご案内をさせていただいておりますが、泊村から住所を移された方につきましては、案
内状を送付しておりませんので、泊村で二十歳のつどいに出席を希望される方は、12月６日（火）
までに教育委員会（電話75－2311）までご連絡願います。
　なお、今年度の泊村二十歳のつどいにつきましては、新型コロナウィルス感染防止対策を実施し
ながらの開催となりますので、ご理解のうえご協力お願いいたします。

令和５年　泊村二十歳のつどい令和５年　泊村二十歳のつどいお 知 ら せ

令和５年泊村二十歳のつどいは１月８日（日）令和５年泊村二十歳のつどいは１月８日（日） 泊村公民館　午後１時より

　来年の４月に泊小学校へ入学する予定のお子さんは、
平成28年４月２日から平成29年４月１日までに生まれ
た10名（男４名、女６名）ですが、氏名が漏れている方は、
教育委員会までお問い合わせください。（電話75－2311）
　なお、詳しい内容については、対象保護
者へ通知いたします。

○佐藤　綾俊くん

○菅原　　紬ちゃん

○瀬川　　空くん

○對馬　優虹ちゃん

○二瓶　幸斗くん

○岩田　秀佳くん

○大平　爽陽ちゃん

○河門前さくらちゃん

○小林　　凜ちゃん

○小林　澪央ちゃん

来春入学される方
来春小学校へ入学されるお子さんのいるご家庭へ来春小学校へ入学されるお子さんのいるご家庭へお 知 ら せ

12月４日から12月10日は「人権週間」です。
○法務省では、世界人権宣言の採択日である人権デー（12月10日）を最終日とする１週間
（12月４日から12月10日）を「人権週間」と定め、その期間中、各関係機関及び団体と協力して、
全国的に人権啓発活動を展開し、人権尊重思想の普及高揚を呼びかけています。
 　当支局においては、「人権週間」の趣旨にのっとり、いじめ、虐待、プライバシーの侵害、新型
コロナウイルス感染症に関連した差別など、人権問題でお困りの方の御相談をお受けしております。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。人権相談専用ダイヤルは、次のとおりです。なお、イ
ンターネットでも御相談いただけます。

みんなの
人権110番

この電話はおかけになった場所の最寄りの法務局・地方法務局に
つながります。
●受付時間　平日午前8時30分～午後5時15分（全国共通）　
●一部のIP電話等からは御利用できない場合があります。

ゼロ ゼロ みんな の

0570-003-110
ひゃくとおばん

人権についての相談はなんでも

子どもの人権についての専用相談電話です。
いじめや体罰などの子どもの人権についての相談はこちらへどうぞ。
●受付時間　平日午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　（全国共通・通話料無料）

子どもの
人権110番

ぜろフリーダイヤル ぜろ なな の

0120-007-110
ひゃくとおばん

学校でのいじめ、虐待など子どもに関する相談はこちら

インターネットでも相談を受け付けています

http://www.jinken.go.jp/
＊端末の環境により、御利用できない場合があります。

パソコン・スマホ・携帯電話共通

インターネット人権相談 検索
女性の人権についての専用相談電話です。セクハラやＤＶなどの女性の
人権についての相談はこちらへどうぞ。
●受付時間　平日午前8時30分～午後5時15分（全国共通）
●一部のIP電話等からは御利用できない場合があります。

女性の人権
ホットライン

ゼロ ゼロナナ の

0570-070-810
ハートライン

職場でのセクハラ、家庭内暴力など女性に関する相談はこちら

＜問い合わせ先　　札幌法務局倶知安支局　電話：０１３６－２２－０２３２＞
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泊村役場総務課　☎７５－２０２１

○「北海道苦情審査委員」制度とは、道の機関が行った
業務に関する苦情を、皆さんに代わって、苦情審査委
員が公正で中立的な立場から審査する制度です。

○皆さん自身の利害に関する苦情であれば苦情審査委員
に申立てができます。

○審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題がある
ときは、道の機関に是正や改善を求めます。

○もちろん、個人情報の保護にも十分配慮します。
・窓口は道庁の道政相談センター又は各総合振興局（振
興局）総務課です。

・申立て方法や申立書様式、リーフレット等は北海道公
式ホームページにも掲載しています。
　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/dsc/
　kujyou-mousitate.html

・苦情の申立てに必要な事項を記入し、窓口に提出して
ください。
　また、郵送、ファックス、メールでも申立てができます。
　※電話や匿名での申立ては受け付けておりません。

お問い合わせ先
・北海道総合政策部知事室道政相談センター
　〒060-8588　札幌市中央区北３条西６丁目
　　電　話 ０１１－２０４－５５２３（直通）
　　ＦＡＸ ０１１－２４１－８１８１
　　メール　kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
・後志総合振興局　総務課

ご存知ですか？
道の「苦情審査委員」制度

ご存知ですか？
道の「苦情審査委員」制度

苦情の申立て方法　北海道 検索

国税庁ホームページからe-Tax ！
１　国税庁ホームページから、スマートフォンやパソコ
ンで所得税などの申告書を作成し、マイナンバーカー
ドを使用してオンラインで提出ができます。

２　マイナポータル連携をすると、控除証明書などの必
要書類のデータを申告書へ自動で入力することができ
ます。　

（注）マイナンバーカード読取対応のスマートフォンがあればご
利用可能です。　

詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。
「さぁ自宅でe-Tax ！確定申告書等作成コーナーから」
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/
shinkoku/r4_smart_shinkoku/pdf/01.pdf）
「マイナポータル連携で確定申告書に自動入力！」
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/
shinkoku/r4_smart_shinkoku/pdf/03.pdf）

e-Taxを利用するメリット！
○税務署に行かずに自宅から申告。
○生命保険料控除証明書、地震保険料控除証明書などの
添付書類は、記載内容を入力・送信すれば提出や提示
が不要。　

　※法定申告期限等から５年間、税務署から書類の提出や提示
を求められることがあります。　

○自宅からe-Taxで提出された還付申告は、３週間程度
で還付。

○確定申告期間中は、24時間いつでも利用可能。　
　※メンテナンス時間を除きます。　
(注) 源泉徴収票の提出又は提示は不要です。
　　医療費の領収書の提出又は提示は不要です（代わりに、医
療費控除の明細書の提出が必要です。）。

確定申告に関する情報は国税庁ホームページ（https://
www.nta.go.jp）をご覧ください。

※確定申告書等作成コーナー、e-Taxソフトの事前準備、
送信方法、エラー解消などの使い方のお問合せは
e-Tax・作成コーナーヘルプデスクへ
電話番号0570-01-5901

※マイナンバーカードに係るICカードリーダライタの設
定、対応機種、パソコン設定などのご質問は、マイナ
ンバー総合フリーダイヤルへ
電話番号0120-95-0178

所得税などの申告は、
e-Taxをご利用ください
所得税などの申告は、
e-Taxをご利用ください

　2023（令和５）年度試験から理工・デジタル系の方
向けに国税専門Ｂ区分（理工・デジタル系）がスタート
します。
○専門試験は、理工・デジタル系の方が大学等で学ぶ基
礎的な内容を中心に出題されます。

○国税の職場には、理工・デジタル系の方が、活躍でき
る多様なフィールドが用意されています。

　国税専門Ｂ区分（理工・デジタル系）の詳細は、国税
庁又は人事院ホームページをご覧ください。
○国税庁ホームページ
　https://www.nta.go.jp/about/recruitment/digital/
　index.htm
○人事院ホームページ
　https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/sennmonnsyoku_
　daisotsu/kokuzei/kokuzei_digital.html

令和５年度国税専門官採用試験から
新試験区分（理工・デジタル系）が

創設されました

令和５年度国税専門官採用試験から
新試験区分（理工・デジタル系）が

創設されました
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句
・
川　

柳　

１
日　

原
子
力
防
災
訓
練
お
礼
挨
拶
（
札
幌
市
）

　
　
　

令
和
５
年
度
新
規
職
員
採
用
面
接
試
験

２
日　

神
恵
内
村
戸
長
設
置
１
５
０
年
・
消
防
組
織
１
４
０
年

記
念
式
典
（
神
恵
内
村
）

　
　
　

自
衛
隊
第
18
普
通
科
中
隊
長
外
と
対
談

　
　
　

小
樽
開
発
建
設
部
次
長
外
と
協
議

　
　
　

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
長
外
と
協
議

３
日　

第
57
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式

４
日　

令
和
４
年
度
第
２
回
後
志
広
域
連
合
会
議（
倶
知
安
町
）

　
　
　

村
政
用
務
（
札
幌
市
）

９
日　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会
（
東
京
都
）

10
日　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
訪
問
（
東
京
都
）

11
日　

岩
内
地
方
衛
生
組
合
例
月
検
査
（
岩
内
町
）

15
日　

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
（
東
京
都
）

16
日　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

村
政
用
務
（
東
京
都
）

17
日　

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

令
和
４
年
度
災
害
復
旧
促
進
全
国
大
会
（
東
京
都
）

18
日　

温
泉
熱
活
用
型
陸
上
養
殖
検
討
委
員
会
先
進
地
視
察

（
静
岡
県
）

21
日　

泊
村
商
工
会
令
和
５
年
度
事
業
要
望

　
　
　

後
志
総
合
振
興
局
地
域
創
生
部
長
外
と
対
談

22
日　

岩
内
協
会
病
院
医
師
確
保
要
望
（
札
幌
市
）

　
　
　

後
志
南
部
地
域
ニ
シ
ン
資
源
対
策
協
議
会
要
望
会
（
札

幌
市
）

24
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
全
体
会
議

（
東
京
都
）

25
日　

君
の
椅
子
贈
呈
式
（
村
内
・
留
寿
都
村
）

　
　
　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
北
海
道
１
７
９
市
町

村
応
援
大
使　

宇
佐
見
真
吾
選
手
と
対
談
・
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

26
日　

泊
村
ス
ポ
ー
ツ
大
使　

橋
本
僚
選
手
応
援
ツ
ア
ー
（
札

幌
市
）

29
日　

泊
村
国
民
健
康
保
険
税
審
議
会

11
月

村
長
の
う
ご
き

近
江
谷
乃
婦

　

子
守
唄
に
母
の
唄
い
し
枯
れ
芒
今
が
盛
り
と
た
れ
穂
の
ゆ
る
る

立
花　

孝
子

　

晩
秋
の
陽
海
に
金
色
の
道
一
本
歩
い
て
渡
れ
し
予
感
思
わ
せ

吉
田
智
恵
子

　

人
恋
し
秋
の
夜
長
に
虫
の
声
響
き
聞
え
て
淡
き
月
の
光

乃　

婦

　

戦
の
日
衣
食
は
堪
え
て
暮
ら
し
た
る
思
い
を
た
ど
る
秋
の
雨
の
日

無
名
女　

　

長
ら
く
も
病
に
あ
り
て
も
和
歌
を
詠
み
投
稿
忘
れ
ぬ
貴
女
も
今
は
な
く

沙　

羅

　

真
夜
中
に
窓
う
つ
音
に
目
覚
め
し
風
の
泣
き
声
乳
飲
み
児
に
似
て

与
詩
三

　

晩
秋
の
心
も
冷
え
て
恋
も
な
く
卆
寿
の
吾
れ
う
き
世
の
ち
り
か

狂
歌
～
大
田
悪
口
人

　

電
話
き
て
あ
わ
て
て
お
金
ふ
り
こ
ん
だ
詐
欺
師
ニ
ヤ
ニ
ヤ
ま
た
た
の
ん
だ
よ

今
年
こ
そ　

誓
っ
た
は
ず
だ
が　

色
う
す
い　
　

泊

海

山

秋
深
し　

木
々
の
ま
わ
り
に　

リ
ス
動
く　
　
　

泊

海

山

後
と
先
に　

雑
木
黄
葉
の　

中
を
行
く　
　
　
　

武
井 

和
子

娘
が
く
れ
し　

つ
や
や
に
光
る　

今
年
米　
　
　

武
井 

和
子

う
た

15 ● 広報 とまり   ２０２２年１２月号 ●

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

高等工科
学校生徒

令和４年10月１日㈯
～

令和５年１月６日㈮

令和５年４月１日
現在15歳以上
17歳未満の男子

１次：令和５年
１月14日㈯・15日㈰
※いずれか１日を指定されます。

２次：１次試験合格通知
でお知らせします

自衛官
候補生
（第６回）

男子

女子

採用予定月の１日
現在18歳以上33歳

未満の者

令和５年１月１日㈰
～

令和５年１月20日㈮ ※いずれか１日を指定されます。

令和５年
１月27日㈮・28日㈯

自衛官を募集します自衛官を募集します
お問い合わせ

・倶知安地域事務所
　　倶知安町南３条東１丁目
　　電話 0136－23－3540
・役場担当窓口　総務課
・自衛官募集相談員
　　大橋　芳之
　　電話 ７５－３３０７



人のうごき人のうごき人のうごき 人　口世　帯

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口

デイ・ライト
(昼間点灯)

通年

展開
昼間点灯

デイ ライトデイ ライト

運動実施中！

交通安全交通安全
前月比 外国人

外国人
含　む

世帯

人口

男

女

広
報

と
ま
り

1
2
月
号
（
№
7
3
6
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

泊
村

の
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
は

h
ttp

:/
/
w

w
w

.v
ill.to

m
a
ri.h

o
k
k
a
id

o
.jp

　
　

　
発

　
行

／
泊

村
役

場
　

編
集

／
総

務
課

広
報

統
計

係
〒
045－

0202　
北

海
道

古
宇

郡
泊

村
大

字
茅

沼
村

字
臼

別
1
9
1
番

地
の

７
☎

0
1
3
5
－

7
5
－

2
0
2
1
　

　
F
A

X
 0

1
3
5
－

7
5
－

3
1
6
8

16

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

全国統一防火標語　　その火事を　防ぐあなたに　金メダル

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

【
婚
姻
】

（
糸　

泊
）
壁　
　

政
幸
さ
ん
（
糸　

泊
）

　
　
　
　
　

中
村　

亜
望
さ
ん
（
糸　

泊
）

【
転
出
】

　

苫
小
牧
市　

２
人　

神
恵
内
村　

１
人　

 

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

【
死
亡
】

（
茅　

沼
）
赤
石　

ミ
ヨ
さ
ん　

80
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
21
日
死
亡

（
糸　

泊
）
鎌
田　

幸
子
さ
ん　

74
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
27
日
死
亡

（
堀　

株
）
滝
本
ヒ
サ
ノ
さ
ん　

100
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
１
日
死
亡

（
茅　

沼
）
栗
原　

暁
一
さ
ん　

80
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
12
日
死
亡

（
糸　

泊
）
西
宮　
　

剛
さ
ん　

88
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
13
日
死
亡

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

【
出
生
】

（
茅　

沼
）
齋
藤　

惺
希
く
ん

　
　

11
月
１
日
出
生　

父　

琉
聖
さ
ん

さ
い
と
う     
る  
の

令
和
４
年
10
月
16
日
～
11
月
15
日

令
和
４
年
10
月
16
日
～
11
月
15
日

令
和
４
年
10
月
16
日
～
11
月
15
日

令
和
４
年
10
月
16
日
～
11
月
15
日

トラウトサーモン・サクラマス養殖試験事業（令和４年11月17日）

[４．10.31現在　住民基本台帳 ][４．10.31現在　住民基本台帳 ]

267戸

162戸

148戸

78戸

141戸

79戸

875戸

507人

280人

272人

78人

236人

130人

1,503人

－2

－1

±0

－2

＋3

＋1

－2

875戸

1,503人

733人

770人

4戸

7人

1人

6人

879戸

1,510人

734人

776人

＋1戸

－2人

＋2人

－4人

－1

±0

±0

－2

＋3

＋1

＋1



☆がついているのは事前予約制です

日 月 火 水 木 金 土

11/27 11/28 11/29 11/30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

　 　 　 　 　

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

　 水道使用料徴収
（渋井集会所 9:30～10:30）
（茅沼集会所 9:30～10:30）
（盃集会所
13:00～14:00）
☆無料抗原検査
（住民福祉課
☎75-2132）

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

水道使用料徴収
（堀株集会所 9:30～10:30）
（泊 集 会 所 9:30～10:30）
（照岸・糸泊集会所
 13:00～13:30）
☆弁護士無料
法律相談会
（☎75-2021）

　

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

水道使用料徴収
（盃集会所 13:00～14:00）

☆出張年金相談
岩内地方文化センター
9:00～13:00
（☎0134-65-5002）

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

岡崎歯科医院
（☎62－0313）

岩内協会病院
（☎62－1021）
アイン薬局岩内店
（☎62－5150）

みずの歯科医院
（☎62－2535）

　　

　

　

　

　

　

前田診療所
（☎73－2211）
日の出薬局
（☎62－2250）

　 　

千葉外科医院
（☎62－0981）
アライ大学堂
（☎62－0456）

不燃ごみ
受入停止日

　

岩内大浜医院
（☎61－2081）
アイランド薬局いわない店
（☎61－4040）

　 行政相談
泊村公民館
13:00～16:00

にしざき歯科医院
（☎62－1155）
万代クリニック
（☎61－2133）
かねた薬局名店街店
（☎62－0040）

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

資源
ゴミ

資源
ゴミ

燃やせる
ゴミ

資源
ゴミ

資源
ゴミ

資源
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせない
ゴミ

月 泊村カレンダー12
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